


要約:超未熟児出生の背景を NICU を有する全国の代表的新生児治療 9施設にアンケート調

査を行ない検討した。その結果、母の年令、未既婚の別、前回妊娠歴、母体の合併症は関

係なく、親の年収が低い、妊婦検診の回数が少ない等の家族の問題と、排卵誘発、胎外受

精などの不妊治療および双胎妊娠の問題が明らかになった,つまり、どの妊婦も妊娠した

時点で超未熟児出血の危険があることになり、今後、超未熟児出生予防として、すべての

妊婦に対して妊娠初期よりのきめこまかな妊娠指導が必要である。そのためにも妊婦検診

の公費負担や健康保険適応、早産予防のための市町村、保健所レベルでの妊娠前の成人教

育も含めた充実した指導体制が望まれる。


